
（ 男性：38,524人　女性：45,323人 ） （令和8年1月1日現在）51,703世帯世帯数83,847人推計人口

令和7年度「下京区役所ホームページ」のバナー広告掲載を募集しています！ 詳しくはこちらから

市政情報総合案内
コールセンター

8：00〜21：00（年中無休）

661-3755
661-5855

電子メール（ホームページ）

※�おかけ間違いに�
� ご注意ください。

京都いつでもコール

FAX
☎

（2）　令和8年2月15日　　第362号　　 市　民　し　ん　ぶ　ん　下京区版

３月１日～７日
全国一斉春の火災予防運動！

下京マモル君からのお知らせ

　特殊詐欺の手口は年々巧妙になっており、令和７年１月～11月の府内の特殊詐欺の被害額は前年を
大きく上回り約20億6,300万円（暫定値）と、その被害状況は非常に深刻なものとなっています。
　今回は、下京警察署が「特殊詐欺」について講演します。家族や友人、そして自分自身が被害に遭わ
ないために、ぜひご参加ください。

　　　  ３月５日（木）  14：00～15：00（受付13：30～）
　　　  キャンパスプラザ京都５階 第１講義室
　　　  「特殊詐欺の現状と手口 有効な対策について」
　　　  京都府下京警察署 生活安全課長
　　　  坂下　明 氏
　　　  200名（先着順、定員になり次第締め切ります。）
　　　  ２月25日（水）までに、区HP内申込フォームより（右記二次元コード参照）
　　　  世界一安心安全・おもてなしのまち京都 下京区推進協議会

　  地域力推進室総務・防災担当（☎371-7164）
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　春は空気が乾燥し、強風が吹きやすく燃え広がり
やすいです。つい気持ちが浮きがちな時期ではあり
ますが、火の取扱いには一層気を付けましょう。
　特に、リチウムイオン電池からの出火事案が市内
外で増加しています。
　廃棄する場合は「産廃排出協力店」や市設置の「資
源物回収拠点」のほか、下京消防署では充電式電池・
乾電池・小型家電等の回収ボックスを１階エントラ
ンスホールに設置しています。ぜひご活用ください。
※�土日祝は入り口を施錠している

ため、入り口付近のインターホ
ンにて職員にお声掛けくださ
い。なお、災害等で応対不可の
場合あり。

　  下京消防署（☎361-4411）問

春休み小学生
クッキングスクール
　　　  �３月25日（水）  �  

13：30～15：30（受付13：15～２階23番窓口）
　　　  区役所２階 栄養指導室
　　　  �調理実習、試食、お話。メニューはおう

ちでも簡単に作れる「ぼたもち（あんこ･き
なこ）、カルピスみかん寒天」。

　　　  �食育指導員�  
（地域で食育を実践するボランティア）

　　　  �区内在住の小学生�  
（お子さんのみご参加ください。）

　　　  16名（先着順）　 　　　  300円
　　　  �エプロン、三角巾、手ふきタオル、�  

マスク、上靴
　　　  �２月20日（金）～３月19日（木）�  

電話、区役所（２階26番窓口）�  
または右記二次元コードにて

　  健康長寿推進担当（☎371-7292）
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市内で開催された各種の 
スポーツ大会で令和７年も区民の 

皆さんが活躍されました。

11月16日「市民スポーツフェスティバル」
ソフトバレーボール大会　優秀５チーム

七条第三チーム 西大路チーム

安寧チーム 有隣チーム

大内チーム

【優勝】格致学区

11月30日「下京区民卓球大会」

　下京地区保護司会では、毎年、区内の小中学校の
皆さんから募集した作文の中から優秀作品を“社会を
明るくする運動”京都府作文コンテストに応募してい
ます。
　京都府下11,828点の応募作品の中から中学生の部
で、下京中学校１年生の𠮷田匡さんの「関心を持ち続
けること」がKBS京都賞を受賞。12月24日に京都府立
京都学・歴彩館で表彰式がありました。
　受賞の知らせには喜びより「驚きました」という 
𠮷田さん。「地域や身近な人に関心を持って、つなが
りを大切にしていきたい」
と作文に込めた思いを語っ
てくれました。

　　　　 “社会を明るくする運動”
� 京都府作文コンテスト
 KBS京都賞を下京中学校 𠮷田さんが受賞

第75回

みんなで築こう！
安心安全のまち
下京区

「春の陣」防犯講演会の開催！
� テーマは「特殊詐欺！」

見知らぬ番号や海外 
からの国際電話！
それ、特殊詐欺かも 
しれません。

　京都駅の西側に位置するJR梅小路京都西駅と丹波口駅。「両駅から徒歩圏
内のエリアの魅力を伝えて観光客の分散や地域の店の活性化につなげたい」
という思いで散策MAPを作成した学生団体「Burari（ぶらり）」。メンバーの 
井関 隆紀さん、西村 涼葉さんにお話を伺いました。

Q ゼミの紹介をお願いします。
　環境・まちづくりの社会課題に対して、地域や行政との
連携を大切にしながら、フィールドワークを通して研究し
ています。ゼミとしては初めて、有志６人で「オーバー
ツーリズム」をテーマに取り組みました。

Q なぜ下京区西部エリアなのですか？
　京都駅でバスに並ぶ長蛇の列を見て、区内西部に観光客
を誘導すれば、混雑緩和と地域活性化につながるのではな
いかと思いました。
　実際、嵯峨・嵐山や、清水・祇園と比較すると梅小路公園
周辺の来訪者は少なく、商店街の方も昼間人口の少なさな
どの課題を抱えておられます。解決策として、市内に住む
学生や地域住民の方も訪れたいと思えるような情報を伝え
たいと考えました。

Q マップの名前は「下京歩（ほ）」ですね。
　作成に当たっては“徒歩で行ける場所”ということをポイ
ントにしました。歩くことで見えてくるものもありまし
た。「下京の歴史を味で巡る旅」をテーマに、神社仏閣に加
え、歴史を感じる飲食店など13カ所を取り上げました。

Q 取材はいかがでしたか？
　楽しかったです。皆さん快く応じてくださり地域への思
いが熱かったです。
　“華”があり十人十色でした。
人を通じ地域の魅
力も感じました。

同志社大学政策学部小谷ゼミ生が、
下京区西部エリアの魅力を伝えるMAP作成！

井関さん（左）と西村さん詳しくはこちら→

11月16日「京都市ソフトボール大会」

【一般の部準優勝】七条第三チーム


